
チ ェ ッ ク 項 ⽬ はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご 意 ⾒ ご意⾒を踏まえた対応

① ⼦どもの活動スペースが⼗分に確保されてい
るか 26 6 0 0

特定空間に利⽤者が密集しな い
ように、環境整備をよりす す
め、専⾨⽀援の実施調整を ⾏
う。個別⽀援計画を踏まえ て、
社会体験や⼾外レクを取 り⼊れ
ていく。

② 職員の数や専⾨性は適切であると思うか 28 4 0 0

設置基準以上の職員配置及び 職
員の専⾨性を担保してい る。当
施設の療育活動の柱 が、将来に
おける就労に向け た作業であ
り、特別⽀援教育 が⽬指す⽬標
と合わせなが ら、活動内容を職
員間で打ち 合わせする時間を⼗
分にと り、共有しながら役割分
担を 明確化して、流れに沿っ
て、 効果的な⽀援、⾒守りを
⾏っ ている。

③ 事業所はバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか 18 8 2 4

階段（怪我をした時は、
気になります。）

施設がビルの2階にあり階段が
ある。トイレも中2階にあるた
め、職員が必ず付き添うよう に
している。全員が室内に⼊ るま
で階段の⾒守りを⾏う。 賃貸物
件でもあり実施可能な 選択は限
定的となるが、保護 者への可視
的な安全・安⼼も 重要視してい
く。

④ ⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境
になっていると思うか 26 2 0 4

感染症・衛⽣・安全委員会等 を
法⼈として実施し、その内 容を
⽉1回各事業所で研修と環 境確
認を実施している。

公表⽇：  令和 ８年 ３⽉ １⽇

   保護者等数（児童数） ３２  回収数  32  割合 １００％  
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保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



⑤ ⼦どもの特性等に応じた専⾨性のある⽀援が
受けられていると思うか 29 2 0 1

利⽤者個々の客観的な分析と 特
性把握は⾼いレベルででき てい
ると考えています。外形 的な課
題⾏動や⾔動を表⾯的 に減少さ
せるのではなく、そ の⾏動・⾔
動の中にある理由 と結果を分析
し、次の成⻑発 達の芽を育てる
ヒントを得る ⽀援を⾏いますの
で、保護者 家族と⼦どもの⽀援
ニーズの 共有が、不⼗分な⽀援
内容や 活動もあると考えます。
こう したニーズの共有化を⽬指
し ていきます。

⑥ 事業所が公表している⽀援プログラムは、実
際に提供する⽀援内容とあっていると思うか 30 1 0 1

個別活動を楽しんでくれ
ている。 毎⽉の⾏事予定表をより完結 で

分かりやすい表現で⽰して いき
ます。加えて、新聞やブ ログ等
も組み合わせて、プロ グラムの
ねらいや⽅法論等の 詳細な活動
内容も発信してい きます。

⑦ 個別⽀援計画は、⼦どもや保護者の思いに配
慮し、適切に作成されているか 32 0 0 0

⾼等部に上がるので学校
と変わらずやりとりをお
願いしします。

関係機関との連携や、本⼈及 び
保護者家族との相互理解や 将来
への展望を深めたモニタ リング
を⾏い、個別⽀援計画 をカスタ
マイズしていきま す。

⑧ 個別⽀援計画は「本⼈⽀援」「家族⽀援」「移⾏
⽀援」が適切に設定されていると思うか 31 0 0 1

⼦供家庭庁から発出された制 度
構造を各児童発達⽀援管理 責任
者がしっかりと理解し、 ガイド
ラインに基づいた保護 者にわか
りやすい様式で⽰し ていきま
す。

⑨ 個別⽀援計画に沿った⽀援が⾏われていると
思うか 31 0 0 1

毎⽇の療育活動の職員打ち合 わ
せを⾏い、利⽤者個々の⽀ 援計
画に沿った⽬標を共有し て、相
互協⼒を⾏いながら⽀ 援を実施
しています。
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⑩ 毎⽇の活動プログラムが固定化されないよう
⼯夫されていると思うか 29 3 0 0

今後も職員間で話し合い、⼯ 夫
された活動に取り組んでい きた
い。利⽤者個々の成⻑・ 発達に
沿って⾒通しをもって プログラ
ムを構築していきた い。

⑪ 障害のない⼦どもたちと交流を深めるような
機会があるか 5 12 3 12 必要性をあまり感じませ

ん。

流⾏感染症の余波も収まり、 交
流の機会が少しずつ持てる 機会
が多くなってきている。 お互い
がプラス価値にるよう 計画と内
容をねって限定的に でも実施し
ていきたい。

⑫ ⽀援の内容や利⽤者負担等について丁寧な説
明がなされたか 31 1 0 0

契約時だけでなく、制度改正
や、各保護者からの疑問・質 問
に迅速に対応できるように 組織
的に⾏える体制を整えて いる。

⑬ 「個別⽀援計画」を⽰しながら、⽀援内容の
説明がなされたか 31 1 0 0

⼦ども家庭庁が⽰したガイド ラ
インに基づき、児童発達⽀ 援管
理責任者が各保護者と対 ⾯を交
えて、数回にわたり計 画をた
て、説明を⾏ってい る。

⑭ 家族に対して家族⽀援、研修会、情報提供等
が⾏われているか 20 8 1 3

保護者の個々の認識におい て、
どこまで事業所に求める のかの
レベルの差異や⾼下が 著しいの
で、まずはその温度 差を埋める
試みを続けなが ら、最⼤公約数
を⾒出して、 全体会と個別会を
組み合わせ ながら⾏っていく。

⑮ ⼦どもの状況を保護者に伝え、その状況につ
いて共通理解ができていると思うか 32 0 0 0

様々な相談⽀援の機会をでき る
だけ多く設けることによっ て、
共通理解の深度を積極的 に深め
ている。

⑯ 保護者に対して、⼦育てに関する助⾔等の⽀
援が⾏われているか 27 5 0 0

保護者や家族、学校等の連携 機
関との対話の中で要望があ れば
随時⾏っている。加え て、こち
らが必要と感じた時 にも提案で
きる体制を整えて いる。

⑰ 事業所の職員から共感的に⽀援をされている
と思うか 31 1 0 0

全職員が利⽤者本⼈・保護 者・
家族との対話や⽬線の重 要性を
意識しつつ、⽀援員と しての専
⾨性を⼤事に⽀援し ていく。

適
切
な
⽀
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等



⑱ 保護者会の開催等により、保護者同⼠の連携
やきょうだいへの⽀援がなされているか 8 7 4 13

今後も各保護者の価値観や考 え
⽅を⼤事にしながら、保護 者同
⼠の連携が図れるような 機会を
設けていきたい。

⑲ ⼦どもや保護者の苦情や意⾒に対して、事業
所は迅速かつ適切に対応しているか 27 3 0 2

各施設に管理者だけでなく苦 情
担当者を配置し、いつでも 対応
でき、それについての迅 速な対
応や、その内容を職員 間で共有
しています。そして 法⼈代表も
出席する管理者会 等を通じて、
組織全体で共有 できるようにし
て利⽤者や保 護者⽬線に⽴ち、
建設的に発 展できる体制を整え
ていま す。

⑳ 保護者との連絡や事業所からの情報伝達は適
切に⾏われているか 31 1 0 0

今後も、連絡帳の内容や各保 護
者との個別相談会を⼤切に し、
保護者との対話をしっか りと⾏
う。

㉑ 利⽤者に対して、会報やホームページ等で定
期的に活動の状況や情報を発信しているか 29 2 0 1

今後も⽉に1回の新聞とブログ
の頻繁な更新、送迎時の対話 を
通じて、活動の様⼦の紹介 を継
続的・発展的にすすめて いく。

㉒ 個⼈情報に⼗分注意しているか 27 1 0 4

個⼈情報の重要性や扱う緊張 感
は年々増しているとの認識 を研
修等を通じて全職員が共 有し
て、ヒューマンエラーに より、
その流失等がないよう に、今後
も個⼈情報の管理に ⼗分注意し
ていく。
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㉓ 緊急時対応マニュアル等が策定され、保護者
に周知され訓練が実施されているか 19 4 1 8

全ての対応マニュアルを整え て
いるが保護者の皆様への周 知に
ついて、なかなか進まな い。保
護者への可視化を踏ま えて、Ｈ
Ｐへの公開等も検討 していく。
保護者への不安を 解消するため
に相談⽀援の場 ⾯や保護者会を
通して周知を 進めたい。

㉔ ⾮常災害発⽣に備え、定期的に避難訓練等必
要な訓練が⾏われているか 28 2 0 2

年に2回災害避難と⽔害避難の
訓練を実施している。今後も 実
際に起こりうる場⾯を想定 し、
計画的に⾏う。これまで 同様に
会報にも順次掲載し保 護者の安
⼼感を⾼めていく。 本年度より
BCP計画や感染対 策指針等も整
備してより細や かに対応できる
体制が整いつ つある。

㉕ ⼦どもの安全を確保するための計画について
周知されているか 20 5 0 7

㉖ 事故等が発⽣した時に速やかな対応、連絡、
説明がなされていると思うか 27 1 0 4

㉗ ⼦どもは安⼼感をもって通所しているか 31 1 0 0
利⽤者間トラブルが発⽣しな い
環境調整をより構築できる よう
にしていく。

㉘ ⼦どもは通所を楽しみにしているか 30 2 0 0

㉙ 事業所の⽀援に満⾜しているか 32 0 0 0

⾮
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マニュアルや計画等を整備し
て、研修・情報共有や想定訓 練
等を法⼈として、核事業所 とし
て具体的に実施している が、保
護者への周知徹底につ いて再度
⾏いたい。

今後も利⽤者の「楽しかっ た」
の⾔葉や笑顔を⼤事に、 充実
感・満⾜感・成功体験を 与え、
社会⼈へのステップを ⾒据えた
成⻑・発達を保護者 家族への相
談⽀援も含めて、 ⽀援できる知
識・技術・専⾨ 性を職員間で話
し合いをしな がら療育活動の計
画を⽴てていく。



 ＊その他 ご意⾒ご要望等
・⼤変な中、いつもありがとうございます。
・⼦どもが利⽤を楽しみにしています。
・いつもお⼿数お掛けしますが、根気よく接して下さりありがとうございます。
・⾼等部に⼊り運動する機会が減っています。室内で限界があると思いますが、体を動かす機会を増やしていただけると助かります。
・⾼等部に上がるので、今の活動で⾊々楽しく作業体験してくれたらと思います。
・相談会の開催を宜しくお願い致します。
 
・排泄の失敗を減らしていき、着替える回数を少なくしていきたいです。
・専⾨（動物）の⼈がいると嬉しい。
・もうすこし場所を広々とすると良いと思う。
・いつもありがとうございます。無理をいい、⼤変申し訳ないなとおもいつつ⾊々⽢えさせてもらい、私も⼦供も満⾜しています。
・野球の話を聞いてもらえる事や⼀緒に野球をしてもらえる事がとても嬉しいようで、楽しみながら通っています。
・沢⼭思い出を作ってこれからの頑張る糧になればと思っています。
・いつも細やかに対応いただきありがとうございます。
・年齢が上がる度に難題が増えて悩ましい事も多いのですが相談にのっていただき有難いです。今後も引き続き宜しくお願い致します。


